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葬る図　メロソ養分含丑（タ／珠）

く，全期pF2．0区は約7才／株で多くより明らかに多か

った（第5回）。したがってメロンはキュウリ同様生

育初期からpF2．0程度の土壌水分状態で管理すること

により．生育の促進，着分吸収の増大をはかり，高品

質，高収量を得ることができた。

以上の結果．キュウリ，トマト，マスクメロンの5

作目とも，日中は土境水分較差の小さい状態での管理

が望ましく，メ中ソ，キュウリでは全生育期間を通じ

pF2．0，トマトでは特に果実肥大期以降の水分条件を

pF2．0に保っことにより，最も効率的な養分吸収が行

なわれた。

施設園芸の施肥技術向上に関する試験

第1報　電導度利用による野菜の施肥確立

千　葉　準　三＊・大　内　　勇＊

1　ま　え　が　き

施設栽培では降雨を遮断しているから．露地栽培の

ように雨により肥料が土壌から流亡損失することはほ

とんどない。このため連作を続けていくと次第に残留

肥料（塩類）が集横して濃度障害，生理障害をおこす

ことが極めて多い。

このため施設栽培においては，きず土壌電導度（E・C）

を測定し，この値から土壌窒素量（yH4－が，Ⅳ03－が）

を推測し，濃度障害の発生程度を予察したり，さらに

施肥窒素量算出の基礎にしようとする読みがなされて

いる。

本報では施設栽培における施肥合理化をはかる目的

をもってE・Cと土簾中の無機態窒素との関係について

検討したものを報告する。

2　試　験　方　法

1　供試土壌　県内の主要施設野菜の生産地帯で土

妹タイプの異なる土壌5点と園試野菜圃場の4種類を

選んだ0土壌はいずれも作土（0－15の花）を採取し，

姉別後試験に供した。

2　試験規模　径15（Ⅶ黒色ポリボ，ト

5　施肥皇　窒素は乾土100才当たり0，50，60，

90，120，150，180呼とし，肥料は憐硝安加里8604

を使用した。

4　供試作物　白菜．レタス

5　土妹分析　各処理区ごとにポットから土壌を全

部とり，よく混合してその一部を採取し分析に供した。

採取した土礫はただちに無機態窒素を測定するととも

に，生土1に対し蒸留水5の割合に加え1時間振とう

後，懸濁液はピーカに移し．電導度を測定した。なお

Ⅳ和一Ⅳは蒸留法，Ⅳ03一廿はフェノール硫酸法によっ

た。

る　試　験　結　果

1　供試土嬢の理化学的性質

供試土壌の理化学的性質は第1表に示すとおりであ

る。

＊Junzo CH工払，工sa皿u OucH工（宮城県園芸試験場）
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第1表　供試土塀の理化学的性質

地　　　　 名

p H 全 窒　 素 C　E　C 置 換 性 全 塩 基　 飽 容　 積　 重

土　　 佐

H 2 0 R C l 悌 ） （m O ） 塩 基 匝 ◎） 和 度 （多） （才′ハ 0 0 cc ）

玉　　　　 滞 ム9 0 ‘．0 5 0．2 0 5 2 0 ．9 1 8 ．8 8 鼠0 9 ‘．9 S l

浜　　 吉　 田 5．7 2 4 ．1 1 0．1 19 5 ．° 2．° 4 ム4 1 2 4 ．0 S

蔵　　　　 王 ‘．0 5 4 ．°5 0．2 4 9 1 °．8 エ 1 4 2 ．5 8 5 ．5 S C I一

園　 就 く圃 ） 5．1 2 4 ．2 4 0 ．2 9 4 2 1．5 1 4 ．2 ‘ム7 9 4 ．2 S C

2　土壌E・Cと無機態窒素との関係

五・Cは窒素施用量が多くなればなるほど，どの土境

とも高くなっているが，土壌の種類によって同じ施肥

宅素量でもE■Cはちがった値を示している。例えば．

砂質の浜吉田土葬では高く，火山灰の蔵王土壌では低

くなっている。このことは，同じE・C値でも土壌中の

無機態窒素豊は異なっていることを示している。

浜吉田土壌

1，0　　　　　　2．0　　　　　3．0

電　　導　　度（ミリモー）

土せ電導度に対する無機態窒素の回帰直線

また，臥Cは施肥後において最も高く．作物の生育

に伴って次第に低くなっていく傾向が認められた。特

に生育がよかったものは収穫後にはかなり低い値を示

している。

5　土壌無機態窒素に対する電導度の回帰直線

土壌の無機態窒素に対する電導度の回帰直線を求め，

これを土壌別に示したものが第1回である。

園　■試　土　壌

1．0　　　　　2．0　　　　　3．0

電　導　度　（ミリモー）

土壌電導度に対する無機態窒素の回帰直線

第1図　土壌電導度に対する無機態窒素の回帰直線

これからも明らかなように，無機態窒素と電導度と

の相関はいずれの土壌においても僅めて高い関係にあ

ることが認められた。したがって．土壌丑．Cを測定す

ることにより土壌中の無機態窒素の算出が可能となる。

このように，無機態窒素に対する電導度の回帰直線

を主要な土壌型について算出しておくと基肥量あるい

は追肥量の算出に役立つものと考えられる。

4　電導度から土境窒素量の計算と施肥量の算出

前にも述べたように，土妹E・Cと無機態彗素量とは

撞めて高い正の相関関係にあり，E・C値からこれと対

応する無綴態窒素量を算出することが可能であること

を明らかにした。

第2回から．E・C1，0および0．5ミリモーに対応する

無機態窒素は川0タ・に当たり．浜寺田土壌では41昭一

24呼．園試野菜圃場では54昭一1叩タであることがわ

かる。土壌中の無機懇望素量がわかれば，施肥雪素量

の増減．あるいは追肥要否の判定が可能となってくる。

今．例えば．園試土壌において，ある時期における土

壌五・Cが0．5ミリモーであったとすれば，これに対応

する無機感電素量は第2回から51呼であることがわか
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る。この場合．作物が健全で高収をあげるために必要

な培地の適正丑・CO．8ミリモーであるとすれば，これに

対応する望素量は45呼であるので，E・CO．8ミリモー，

窒素皇45ミリモーにするには，土壌100タ・当たり45－

51＝14呼の窒素が必要な追肥量であることがわかる。

浜吉田土壌　　　　　　園試土壌

無
精
態
窒
素

（
mg
／
0
0
）

無
機
態
窒
素
（
喝
／
0
0
）

0．20．40．60．81．0　　　　　0．20．40．60．81．0

電　導　度（ミリモー）　　電　導　度（ミリモー）

第2図　土壌電導度から無機態窒素の算出図

しかし，この図から10a当たりの施肥を算出するに

は土壌の仮比重（容積重），施肥面積率などを考慮し

て算出する必要がある。

以上のことから施肥量を算出する場合は次の式によ

って求めることができる。

n＝（Ⅹ－Ⅹ／）×タ×8

m：10a当たり窒素施肥量（毎）

Ⅹ：ある作物の適正E・Cに対応する土壌中の無綴態

窒素含量

Ⅹ／：ある時期における測定拭場のE・Cに対応する土

壌中の無陵態窒素含量

g：土壌の仮比重

さ：施肥面積率

特に施設栽培で追肥する場合，土壌全面に施用する

ことはまれで，一般に床面など限られた部位に施す場

合が多い。県内のハウスにおける作付面横をみると，

ハウス面積の60－70珍であって，残りは暁闇，通路と

なっているようである。したがって．上武によってき

め細かく適正施肥量を算出しても，施肥面積率を考慮

するか香かで施肥量はSD～40帝も変動するから，追肥

の場合は施肥面横を考慮し適正施肥になるようにすべ

きである。

4　現地適用の検討

上述の試験内容は，それぞれの現地土壌をポ，トに

つめ，これに施肥し．野菜を栽培しながら土壌分析を

したもので，内容的には掻めて単純なものである。し

たがって，得られた関係式が多種多様の施肥条件の現

地土壌に適用できるかどうか検討する必要があり，5D

年秋亘理町浜吉田地区のイチゴ栽培農家50戸を対象に

土壌分析を試みた。

その結果，上述の試験に供試した浜吉田土壌と極め

て似た成績が得られた。すなわち．場内における浜吉

田土壌ではE・Cに対する無機態窒素の回帰直線はy＝

5ス85Ⅹ＋5．15であったのに対し，現地イチゴ栽培地土

妹ではy＝55．65Ⅹ＋2．84であった。このことはE・Cが

1．0ミリモーのとき前者は土簗100才当たり41月タに対

応し，後者は58喝りこ対応している。したがってE・C1．0

ミリモーのときの両者の窒素の違いはわずかに5mタで

あるから施肥基準，追肥の要否などの判断資料として

十分利用できるものと考えられる。

5　ま　　と　　め

施設栽培における施肥合理化をはかるために，土簗

E・Cと無機態窒素との閑係について検討し，次のよう

な結果をえた。

1　土壌無機憩室素量が多くなれば五・Cも高くなる

が，士族の種掛こよって同じ窒素量でも異なり，砂質

土壌で高く，粘質あるいは火山灰土壌では低いことが

認められた。

2　土簾中の無機態窒素に対するE・Cの回帰直線を

求め，これから土簾中の無機態望素量の算出が可能で

ある。

5　土壌無機態窒素量がわかれば，施肥量の加減，

追肥要否の判定に役立つが，この場合は土妹の仮比重，

施肥面積率などを考慮して算出する必要がある。

4　E・Cに対応する無機態窒素量の関係式をイチゴ

栽培地帯の現地土境に適用し，ほぼ同様の結果が得ら

れたので．施肥改善の指針として役立っものと考えら

れる。


